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なかよし保育園 

第二なかよし保育園 

１．本園の保育目標 

 

『耐える心と乗り越える力』を培う保育を目標に、心身共に健康で心豊かな園児の育成を 

目指します。 

（１） 挨拶のしっかりできる子ども 

挨拶はコミュニケーションの第一歩です。明るく元気に誰にでも挨拶が出来る子どもを育てます。 

（２） 人の話をしっかり聞ける子ども 

乳児期から絵本の読み聞かせを多く取り入れます。落ち着いた環境の中で、人の話を聞く態度を 

身に付け、自分で表現する力を育てます。 

（３） 元気になかよく遊べる子ども 

散歩や戸外遊びを通し、四季折々の自然に触れのびのびとした環境の中で、遊びを見つける力、 

遊びを生み出し発展させていける力、無から有を生み出す力を育てます。 

（４） 根気強くやり通せる子ども 

子どもの可能性を信じ、色々な事に取り組み小さな頑張りを褒め、最後までやり通す意欲を育てます。 

 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

 

  評価項目に沿って園自ら、保育士自らの目で客観的に自己評価を行う、来年度より 

幼保連携型認定こども園に移行する予定であるため、認定こども園についてしっかり 

と熟知し、利用頂く皆様が混乱しない様に説明を行う。保育の質もしっかりと高める 

ように常に向上を目指す。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 取組状況 

① 保育理念・方針の明文化と 

周知 

次年度の幼保連携型認定こども園用の理念、方針、目標

を、新旧入園説明会や、園見学などの機会を使い新たな

資料を作成し、施設の説明とともに行っていった。 

② 幼保連携型認定こども園へ

の移行準備 

様々な研修、施設見学に参加した。職員も各自幼保連携

型認定こども園に関する認識を増やすよ研究をして行

った。 

③ 職員の資質・保育の質の向上 

 

主に研修等によって向上を図るように努めている。園内

研修では、担当の職員を置き、必要な研修を計画し実行

している。園外研修では保育協議会等々の研修に積極的

に参加している。 

④ 保幼小の連携 近隣の小学校と連携を図り研修会議等に積極的に職員

が参加して行った。 

⑤ 社会公益活動への取り組み 地域のボランティア協議会の活動に積極的に参加して

行くために地域担当職員を法人として任命した。 

 



４.具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

幼保連携型認定こども園への移行準備のために研修や見学、職員の自己研究等々により、自 

信をもて来年度からの移行を迎える事が出来るように感じている。今後とも利用いただく皆 

様が混乱しないような説明をきちんと行って参りたい。 

 来年度以降に社会福祉法人の制度改革も行われる、今後社会の情勢がどの様に変化入して 

行くか不透明な分、しっかりと説明できるように努力していく必要を感じている。 

 

５．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

職員のより一層の 

資質向上 

職員の資質向上のために研究計画に基づいて計画的に研修会・園

内研修を行い、必要な専門性の向上が図れるように計画して行

く。 

社会福祉法人制度改革・ 

幼保連携型認定こども園への

理解促進 

引き続きこども園への理解を深めていくと共に、制度改革に向け

た理解も深めていく。公益活動に関して地域のニーズを知るよう

に努める。 

教育・保育計画の編成 認定こども園に移行する事から、教育・保育計画の策定を、子ど

もの状態に即して立て行く。 

 

６.評価項目の光輪会関係者評価 

評価項目 評 価 

３－① 職員や子どもの様子から、保育理念・方針の徹底されている様子を充分感じ取るこ

とができた。また、新しい資料を作成するなど、分かりやすく周知しようとする工

夫を評価したい。 

３－② 職員研修や自己学習の実施状況から、幼保連携認定こども園への移行に備えての意

識の高さを感じた。認識の向上に努めて、保護者へ信頼と安心を感じてもらえる対

応に期待したい。 

３－③ 日常の保育の中に、直ぐに生かされる様な研修内容を計画できるのは、職員自らが

計画・実行を進めているからだと感じた。引き続き、園外の研修にも積極的に参加

し、外部との連携や情報収集についても大切にしてほしい。 

３－④ 研修会議への参加により、議題に関して理解を深めるだけなく、連携・人脈作りに

努めている事を評価すると共に、子どもたちの環境作りに生かしてもらえる事を期

待したい。 

３－⑤ 担当職員の任命をする等、法人としての意識の高さだけでなく、ボランティア活動

を通じ地域貢献を行う職員姿勢は、実際に地域からも評判が良く称えたい。 

 

７、光輪会関係者の評価総評 

活動について、地域との連携を大切にしながら、向上に励んでいる事と評価したい。 

併せて社会福祉の観点から社会貢献に対する期待をしている。今後も子ども達、保護者の 

皆様にも満足いただける運営を心掛けてほしい。 

 

８、財務状況 

別紙光輪会、資金収支計算書・事業活動計算書・貸借対照表 参照 

会計士より適正に運営で来ていると認められた。 

http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/d7104f0bc2a5a5a6d8dc60f1c0da0896.pdf
http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/9a1923bc8a5892b72c9df45439b7839b.pdf
http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/7047560c229b2fe1c8efe82c1a0d72c0.pdf

